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単位間の関係 

放射性物質 

吸収された 
エネルギー（J） 

放射線を受けた 
部分の質量（kg） 

放射線の種類による影響の違い 

放射線の量を人体影響の大きさで表す
単位 

実効線量 
シーベルト（Sv） 

放射線を受けた単位質量の物質が吸収する 
エネルギー量 

吸収線量※2 

グレイ（Gy） 

放射線の単位 

放射能の強さ※1 

ベクレル 
（Bq） 

放射線を出す側 放射線を受ける側 

臓器による感受性の違い 

等価線量（Sv) 

Gy＝ 

※1：1秒間に壊変する
原子核の数 

※2：物質1kgあたりに吸収されるエネルギー 
 （ジュール：J、1J≒4.2カロリー)、SI単位はJ/kg 

　放射線に関する単位は、放射線を出す側の単位と受ける側の単位に大別できます。
放射能の強さの単位であるベクレルは放射線を出す側の単位です。一方、放射線を受
ける側の単位には、グレイとシーベルトがあります。
　放射線が通ったところでは、放射線のエネルギーを吸収します。この吸収線量の単
位がグレイです。
　放射線の種類やエネルギーによって、吸収線量が同じでも人体への影響の大きさが
変わります。そこで、放射線の種類ごとに影響の大きさに応じた重み付けをした線量
が等価線量（単位はシーベルト）です。実効線量は、放射線防護における被ばく管理
のために考案されたもの（単位はシーベルト）です。等価線量に対して、臓器や組織
ごとの感受性の違いによる重み付けをして、それらを合計することで全身への影響を
表します。
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グレイからシーベルトへの換算 

実 

効 

線 

量 

シーベルト
（Sv） 放射線の種類による 

影響の違い 

吸 

収 

線 

量 

各臓器が受ける量 
（等価線量） 

臓器による 
感受性の違い 

全身が受ける量 

α線 
20倍 

中性子 
2.5～21倍 

β線 
1倍 

γ線 
1倍 

グレイ
（Gy） 

乗じる 足し合わせる 

放射線の単位 

乗じる 
放射線加重係数

wR 
組織加重係数 

wT 

　放射線被ばくによる全身影響を表す実効線量を求めるに当たっては、まず被ばくし
た箇所の組織・臓器ごとの吸収線量を知る必要があります。各組織と臓器の吸収線量
に、放射線の種類を考慮するための放射線加重係数（wR）を乗じて、導き出される
のが等価線量（単位はシーベルト）です。放射線加重係数は人体影響が大きい放射線
ほど、大きな値になります（α（アルファ）線：20、β（ベータ）線とγ（ガンマ）線：
1など、詳細は 37頁「さまざまな係数」を参照）。
　放射線を受けた組織や臓器ごとの等価線量を求めたら、等価線量に臓器の感受性の
違いを考慮するための組織加重係数（wT）を乗じて足し合わせます。この組織加重
係数は、組織や臓器ごとの放射線感受性により重み付けをするための係数です。放射
線により、致死がんが誘発されやすい臓器や組織に高い値の係数が割り振られていま
す（37頁「さまざまな係数」を参照）。
　組織加重係数の合計は 1になるように決められています。したがって、実効線量
は全身の臓器や組織の等価線量について、重み付け平均をとったものと考えることが
できます。また、実効線量は、外部被ばくも、内部被ばくも同様に計算することがで
きます。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日
改訂日：2015 年 3月 31日

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第1章　放射線の基礎知識と健康影響




